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目的 

• 東日本大震災後の諸調査では、病院の業務継続機
能に対する対策の重要性が明らかになった 

• 具体性と根拠をもち、実践的な日本版病院BCPのモ
デルとして東北大学病院BCPを策定 
 
タイトル：災害拠点病院の業務継続計画に関する研究 （代表： 中川敦寛） 



方法 

• 病院が機能継続するために必須と思われるライフライ
ンを含む26項目について宮城県全県調査（二次・三次
病院72施設、災害拠点病院14施設）を含む調査を施行 
 

タイトル：災害拠点病院の業務継続計画に関する研究 （代表： 中川敦寛） 



成果 

• 権限移譲、優先順位明示、必要最小限のバリエー
ションの原則明記し、シンプルにミッションシートだけ
をこなすスタイルを案として提案 

タイトル：災害拠点病院の業務継続計画に関する研究 （代表： 中川敦寛） 



今後の課題 

• 実証を兼ねた訓練を行い、ブラッシュアップが必要 
• 適切な実証を兼ねた訓練方法については今後の課題 

 
タイトル：災害拠点病院の業務継続計画に関する研究 （代表： 中川敦寛） 
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